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訪問看護ステーションで　災害 3 日目～


ステーション機能回復・私たち自身のケア


1. ステーション機能の回復に向けて
 災害が起きて3日以上経ち、


 通常の訪問看護ができるように、引き続き以下のことを行って


 ステーションの機能を回復させる


  ・スタッフの確保


  ・持参品と緊急医療用品の確保


  ・移動手段と通信手段の確保


   


 ※利用者のために介護用品、日用品などが不足していたら、


  支援者にも呼びかけ、救援物資を調達する


 


2. 私たち自身の心のケアも忘れないで！
 災害時の看護活動で、看護職の人たちは
 大きなストレスを受けます


 健康に活動を続けるためには、


 まず自分自身のストレス反応を


 正しく理解することが大切


 客観的に自分を観て、


 セルフケアやストレスマネジメントを行いましょう


 精神医学的な症状に対しても


 早期に専門的な治療を受けることが重要


 管理者は、スタッフの心の健康にも気を配り、


 専門家と協力して、訪問看護が続けられるように


 心がけましょう
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訪問看護ステーションで　災害 3 日目～


私たち自身のケア


　 ①ストレス度をチェック
　　 自分自身のストレス症状には気づきにくいもの


  チェックリストを活用して自己チェックをしよう


  


　 ②ストレスに対応するには？
　　 ・ストレスの自己管理


   充分な睡眠や休養は意識してとろう


   身体をほぐすために軽い運動をする


   家族との会話と触れあいを大切にしよう


  


  ・休暇をとる


  


  ・看護師同士お互いに相談、サポートをしあう


    ミーティングは毎日欠かさずにやって


    その日の感情を翌日に持ち越さない、


    話し合ってはき出そう


  ・気になる症状が4週間以上続いたら、


    専門家に相談しよう


PA
R
T 
2 
 災
害
後
3
日
～


管理者の
心がけ
災害が起きた時、ス
タッフの心の支援も、
管理者の重要な役割
です　スタッフが安心
して看護に当たれる
ように、まず自分自身
と家族の安全を確保
することが必要だとい
う意識を持っておこう
スタッフがお互いに
家庭環境について話
せる関係を作っておく
ことも大切　併せて
災害時のステーショ
ンの経営管理や就業
規則について、スタッ
フと認識を共有して
おこう


MEMO


71 73～
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利用者へ　災害 3 日目～


状況把握し対応を見直す


変化する状況を把握し対応を見直そう
災害時は、基礎疾患を持つ利用者が災害のショックやストレスで、


症状を急に悪化させる恐れがある


同時に避難生活などによって、特有の健康障害を起こすことも考えられる


さらに、体調が悪くても我慢したり、苦痛をうまく伝えられなかったり、


避難生活の緊張から健康状態の悪化に気づかない傾向もみられる


異常を早期に発見し、予防するために


利用者の状態を注意深く看ていこう


   


訪問看護ステーションの機能を保ちながら、


利用者の安否を確認し、優先度の高い、訪問可能な利用者から


訪問看護を再開しよう


 


 ①訪問の優先順位は？
  管理者は、利用者の優先度の高さ、交通手段が確保できての訪問が


  可能かどうかを判断し、スタッフに割り当て、調整する


  訪問できない優先度の高い利用者に対しては


  主治医やケアマネジャーに連絡し調整


  場合によっては他の事業者に依頼する


   


 ②持参するものは？
  通常の訪問看護に必要なもの


  救急医療用品（利用者の家族や近隣の人の手当が必要になることも）


  訪問時の持参品確認表でチェックしよう


  
43
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利用者へ　災害 3 日目～


状況把握し対応を見直す


　 ③訪問手段は？
　　 車で行けるか、バイクや自転車、または徒歩でしか行けないか、


  情報を集め、判断する


  道路状況などが事前の情報と違っていて、目的地まで着けそうにない時は、


  管理者に連絡し、指示を受けよう


  二次災害に注意しよう（警察や行政からの指示があれば従う）


  


　　


　④訪問看護時に求められることは？
　　 ・避難所などへ訪問する時は、避難所の管理責任者と必ず連携する


  ・避難所でケアする時は、スクリーンや段ボールなどを利用して、


   利用者のプライバシーを守る


  ・医療ボランティアの訪問などによって、ケアが重複しないように、


   実施した看護内容を利用者連絡表などに記載して、利用者の近くに置いておく


  


  


 ⑤状態と環境は？ 
  訪問後、利用者の現状を管理者に報告する


  必要に応じて管理者は、利用者の現状を主治医に報告する


  利用者が自宅や避難所で療養生活ができそうにないと思われた時は、


  主治医に報告し、入院を手配する


  災害によって、従来利用していたサービスが利用できなくなって、


  在宅での生活が難しくなった時は、早急にケアマネジャーに相談する


PA
R
T 
2 
 災
害
後
3
日
～
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災害時のワンポイントメモ


13. その他


●大震災の際にはあわてないこと
　無理をしないことが基本


●日頃からの備えが大切
　（自分自身の備えの確認・利用者の備えの確認）
　・室内環境・落下物はないか
　・重要な薬の準備はできていますか
　・避難場所について確認し合っていますか
　・連絡先は話し合っていますか


14. ステーションへ連絡


通信が開通したらステーションへ
自分の安否を簡潔・明瞭に報告する。
　■氏名
　■安否
　■居場所


15. マイプロフィール


名前


住所


電話


血液型


16. メモ


210％拡大でご使用ください。


10. 家族の連絡先 11. 親戚の連絡先 12. 家族の避難先9. 緊急時の避難先・連絡先
　について
●いざという時のために避難場所や
　外で災害にあった時のために
　10～12のようなことを話し合って
　おきましょう


●親類の連絡先などは、できれば
　県外の方を登録しておいた方がよい　
　（大震災だと県内全域が不通になる
　 可能性があるため）


1. 自分の安全確保


●机・テーブルの下にもぐり
　身の安全を確保する


●火気器具の元栓を閉めるなど


　火の始末を行う


●ゆれが一時おさまったら戸をあけて


　出口を確保する
　戸が再び閉まらないように
　手近なものをはさみこんでおく


●あわてて外に飛び出さないように
　周囲の状況を確かめて落ち着いて行動


災害時のワンポイントメモ
訪問看護ステーション


住所：


電話：


2. 移動方法


●自転車での移動が無理と
　判断した場合は徒歩で移動


　その場合の自転車の停車位置に
　関してはくれぐれも注意が必要
　自転車が避難時の障害物になる
　可能性がある


●履き物は、スリッパ・サンダルは避ける


●狭い路地や塀際は
　ブロック破片・ガラス破片の
 落下物に注意


●広場が近くにある時は
 一時そこに避難して様子を見る
 広場がない時は街路樹などの
　下に避難する


3. 利用者の身を守る


■ベッド臥床中の方
　①毛布で引きずる
　②1人で引っ張る
　③座椅子などを使う


■車椅子乗車中の方
　頭部を座布団・ヘルメット・分厚い本
　などで保護し、移動する


■歩行できる方
　「1.自分の安全確保」発生直後に準ずる


6. テレビ・ラジオ


■地域のラジオ局・有線放送等


ch


ch


Hz


Hz


7. テレフォンサービス


■災害に関する情報を電話で
　聞くことができる


　＜市町村災害対策テレフォンサービス＞


　TEL


4.AED


①電源を入れる


②正しい位置に
　電極パッドを貼付


③AEDが脈拍の有無を解析
　脈拍を触知できなければ、
　音声の指示に従い除細動を施行


④施行直前に音声で「離れてください」　
　という指示があるので、自分も含め
　周囲の人の安全を確認


⑤ボタンを押す。


上部胸骨右縁


心尖部


5. 災害時の連絡先メモ


拠点病院


医療機器
メーカー


警察署


市役所


消防署


電力会社


水道会社


ガス会社


8. 災害伝言ダイヤル


■災害伝言ダイヤル「171」
　被災地の方が録音した安否などに関す
　る情報を他の地域の方が聞くことがで
　きるほか、他の地域の方から被災地の
　方へのメッセージを送ることも可能


① 171+1 171+2


② 自分の
電話番号


相手の
電話番号


③ 安否を
知らせる 安否を確認


②1人で引っ張る
　後方、両脇から手を入れる
　なるべく上体を起こし引く


③座椅子を使う


2人の支援者がいる場合は前後に立ち
療養者を支えながら移動する方法もある


手のつかみ方


ロープをかけると引きやすい


緊急移動の方法


■移動時の留意点
　①あわてず、落ち着いて
　②複数の支援者で
　③身体状況を聞いて
　④薬・めがね・入れ歯を忘れない
　⑤声をかけ合い、安全に移動


①毛布で引きずる


なるべく上体を起こす


F.L.A.N





